
水土里情報を活用した農業水利施設情報管理の取組みについて紹介します。

内容： ①個別版水土里GISの業務情報管理システムを活用し、県営事業で整備し

た農業水利施設情報を登録

②施設の位置、施設名称、施設概要を登録し、機能診断結果を表示できる

ようにしたことで、施設の検索や確認が容易となり、管理する土地改良区

との間で情報の共有が可能

経緯：既設の農業水利施設が更新時期を迎えつつあり、更新事業や再整備事業

の計画的な実施が必要となっている。

このため、機能診断済みの施設について、診断結果を登録し、市町村や土

地改良区と情報を共有し、適切な計画立案に活用する。

取組概要

水土里情報活用ニューズ・レター
第116号

（１／２）

今回紹介する団体：水土里ネット熊本

データ整備概要図

機能診断結果等

GISデータ化

用排水路系統図等



の

農林水産省農村振興局整備部設計課計画調整室（愛宕、沖） 03-6744-2201（直通）

■お問い合せ先

熊本県土地改良事業団体連合会 会員支援課水土里情報係 096-348-8802（直通）

今年度、熊本県水土里情報利活用協議会では業務情報管理システムとタブレッ

ト端末との連携ツールを開発中である。これにより、タブレットを利用した現地確認

やタブレットに登録した情報を円滑にＧＩＳに反映させることが可能となる。これらの

ツールを利用しつつ、維持管理やデータベース更新の省力化を図り、関係機関と

の情報共有に活用する。

今後の活用予定

期待される効果

① 機能診断結果の登録により、再整備や更新整備の計画的な立案の効率化

② 可視化による情報の共有化

③ データベース化によるデータ管理、維持管理の省力化

農業水利施設情報図

データ連携 （※開発中）

タブレット
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